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浅沼　現在、文学部棟1階の「書香の
森」で、進藤冬華さんの布を使った作品
にフォーカスしたシリーズ展を開催してい
ます。第1期、第2期の展示を終えて、現
在、第3期の展示に入ったところですね。
第4期には1月から入る予定ですが、今日
は未開催の第4期展をのぞいて第3期ま
での展示について、進藤さんのお話をう
かがえればと思っています。
はじめに、進藤さんのキャリアをごく簡単
に振り返ります。進藤さんは1975年に札
幌市に生まれ、札幌近郊でお育ちになり
ました。2000年に北海道教育大学札幌
校の芸術文化課程美術工芸コースを終
えられ、その後2006年に北アイルランドの
ベルファストにあるアルスター大学の、ファ
インアートのマスターコースを修了されて
います。マスターコースを終えられた後
も、1年ほど当地で「カタリスト・アーツ」と
いうアートスペースでお仕事されて、2008
年頃帰国されました。帰国後、札幌の近
郊のおばあさんのお宅に同居なさりなが

ら、「北海道」をテーマに制作活動を行わ
れてきました。札幌を拠点に、現在に至
るまで ― 後ほどハンブルクのお話も出
てきますけども― 世界各地に滞在し
ながら、制作や発表の活動を行ってこら
れました。
本シリーズの第1期は「ふたりでつくる、
日々のかたち」というタイトルだったのです
けれども、この「ふたり」は、進藤さんと、
進藤さんのおばあさんです。進藤さんは
2008年頃おばあさんと同居をはじめら
れ、おばあさんから和裁、裁縫を習われ
たんですけれども、第1期のヴィトリーネに
そのときの作品や資料を展示いたしまし
た。進藤さんに、まずはこのおばあさん
がどんな方なのか、進藤さんのほかのご
家族の情報もあわせて― 個人情報で
もありますけれども― 教えていただけ
ればと思います。

進藤　みなさん、こんにちは。アーティス
トの進藤と申します。私自身のことは浅
沼さんに紹介していただいたので、私の
背景である家族の話に移ります。私が一
緒に住んでいた祖母は、母方のおばあ
ちゃんです。いま90代後半で、かなり高
齢です。現在のせたな町生まれですが、
彼女の家族は愛知県から現在のせたな
町に移住してきて、家族で農家をしてい
たんです。開拓期の早い時期にこの地

域に入植して、大掛かりな開墾を行った
と聞いています。他方、私のおじいちゃ
んの出身地は聞いてません。月形におじ
いちゃんのお父さんがいたとか、結婚前
は苫小牧に住んでいたとか、ところどころ
聞いたことはありますが…。おじいちゃ
んは電力会社に勤めていました。おばあ
ちゃんのほうは日舞が趣味で、裁縫が得
意な人です。今回の制作に関わる家族
の背景はそんな感じです。

浅沼　第1期では、進藤さんがおばあさ
んに習われた運針の布を資料としてお
借りしたんですよね。❶ 私も、ひいおばあ
ちゃんから運針を習ったことがありますけ
ど、つづかなかったので全然できないで
すね。針ではなく布だけ動かして縫った
りする和裁の基本ですね…進藤さん、運
針の説明はこれでいいですかね。

進藤　…要するに、指貫っていう指輪み
たいなのがあって、針の後ろを指貫で押
しながら縫うという方法なんです。

浅沼　第1期の時には、資料として、黄
色い紙も展示していただきました。浴衣
の縫い方のメモでしたね。❷

進藤　そうです。はじめは作品じゃなく
て、浴衣のように、実用的なものを作って
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みるというのをやりましたね。…はじめは
着物のようなものを作ってたんですけど、
その後だんだん普段目にしているものを
作るようになりました。用途が無いものと
いうか、作品ともいえるのかもしれないで
すけど…。それを作るようになったはじめ
のものが、いちごからイメージしたかたち
です。❸

浅沼　これ、いちごと聞いて、最初衝撃
でしたね（笑）。…進藤さんもよくわから
ないとおっしゃっていましたけれども。い
ま進藤さんがおっしゃってくださったとお
り、和裁は、本来は着物のような日常で
使うものを縫うものですよね。ですから、
最初は、進藤さんも浴衣とか着るものの
作り方を習われたんですが、でもいまみ
なさん着物着なくなった。使わなくなった
布で、それでも着物を縫う技術を使って、
身の回りにあるもののかたち、つまり用途
のないものを進藤さんが作られるように
なった。その最初の作品を第1期の時に
展示させていただいたんですね。おばあ
さんと進藤さんとは、その後いろいろなコ
ラボレーションを行われていきます。

進藤　このみどりのものはおばあちゃん
の作品です。私が、暮らしの中で目に入
るかたちを作っているうちに、彼女も同じ
ことを自分ではじめたんですね。いくつ
かありますが、トクサという雑草をモチー
フにした作品を展示しました。❹

浅沼　進藤さんが考案した図案を、おばあ
さんに作ってもらった作品もありましたね。

進藤　私が図案を作って、祖母と私で一
緒に縫うことが多いですね。一緒にやる
ことで互いに影響し合うというか、それが
面白いところです。本当に、部屋の中で
一緒に手を動かす共同作業なんです。彼
女はやっぱり技術や経験がすごくあるの

で、仕立てや縫い方の工夫を見て、私も
新しくできることが広がったり、逆に、祖母
はこれまで家族の服だったり実用的なも
のを作ってきているのですけど、私の様子
を見て作品を作ってみるようになったり。

浅沼　第1期展のとき、進藤さんご自身
が日常で見たものを布で作られた作品を
いくつか見せていただきました。これは
馬でしたっけ？

進藤　一番左は馬ですね。❺

浅沼　…馬とか家とかサボテンとかス
カートとか。そういった、進藤さんが日常
で目にされたものが布で作られています。
こういったふうに、第1期の展示では、進
藤さんがおばあさんと共同作業をはじめ
られた頃の作品をご覧いただきました。

❹トクサ（進藤との作業に刺激されて祖母がつ
くった作品）

❺《馬》
　  撮影：山本顕史

❸《いちご》

2



景である北海道について、日本人である
ことについて、自分がこれまで自覚的では
なかったと気づかされました。それが、北
海道がどういう場所なのか知ろうというと
ころにつながっていったと思います。

浅沼　帰国されたときには「北海道のこ
とを調べるぞ」、「自分が生まれ育った北
海道について考えよう」と決められていた
とうかがっています。帰国後、グループ展

《SNOWSCAPE MOERE Ⅳ 》（ モ
エレ沼公園ガラスのピラミッドとその周
辺、2009年）などで作品発表をなさって
いますね。これらの展示では馬橇の作品
を発表されたとうかがいました。どうして
馬橇だったのでしょうか。

進藤　はい。私が帰国直前にカタリスト・
アーツでギャラリー運営をしていた時、昔
コミュニティ内の廃品回収を馬車で回って
行っていたと聞き、昔のその方法を再現
するプロジェクトを試みたことがあったん
ですね。それで、帰国して、引きつづき馬
を取り上げようとして馬橇になったんです。
清治拓真さんというアーティストと一緒に、

「馬橇組」という名前で展示をしました。
この時の展示では、北海道博物館から
いろいろな馬橇をお借りしてインスタレー
ションに入れさせてもらったり、実際に馬
橇に来てもらって試乗したりしています。
このとき馬橇についてリサーチを少しした
んですけども、調べて作るというその後の
私のやり方の最初のものだったと思いま
す。それだけでなく、リサーチの中で北海
道の橇がロシアの橇と本州の橇の作り方
などが混ざって独自に発展したということ
を知って、「文化が混ざる」ことを発見し
たんですね。こういった発見がその後の
作品に影響していると思います。

浅沼　モエレ沼の《SNOWSCAPE 
MOERE Ⅳ》展では、展示室の上から、
紙を北海道の形に切り抜いたものがぶら

下がっています。

進藤　紙で北海道の形を作って、時計回
りに90度回転した状態で壁からつり下げ
ていたんです。写真の手前に見える木製
のものが馬橇です。あまり橇には見えな
いんですけど。…人を乗せるというより、
もしかしたらですけれども、丸太とか山か
ら資材を持ってくるときとかに使うようなも
のだったと思います。

浅沼　2013年には、平取の沙流川アー
ト館というところで展示をなさっています
ね（進藤冬華・千葉朋子 2人展《集めて
きたステッチと渡るステッチ》沙流川アート
館、2013年）。このとき、第1期展でご覧
いただいたおばあさんと作った布の作品
などが発表されています。それだけでなく
― 魚の皮を剥いで乾かして柔らかくし
てというんでしょうか ― 魚皮の作品が
ちらほらと展示されているんですね。進藤
さんは、おばあさんと一緒に私的に布の
作品を作りはじめられたのとだいたい同じ
時期に、サハリンに行かれたり、アイヌの人
に技術を学ばれたりしながら、作品制作
をはじめられています。第2期の展示では
そうして制作された魚皮作品を取り上げた
のですが、それらがはじめて発表されたの
が2013年だったんですね。この魚皮の加
工法はどなたから学ばれたのでしょうか。

進藤　魚皮のことは、私ははじめにアイヌ
の方に教えていただきました。その後サ
ハリンに行くようになってから、少数民族
のウイルタの方に少し教えてもらったりしま
した。魚皮でできた服は、サハリンの少
数民族の方たちのあいだで伝統的に見
られるんですが、その向かいの大陸側で
も魚皮の利用があります。たとえばナナイ
の方たちも魚皮を使います。
この、魚の皮をなめす方法（柔らかくする
方法）は、私のイメージとしては、紙に似
ていますかね。紙はそのままだと張りが

浅沼　第2期では、「つらなりのステッチ 交
差の場としての地域」というタイトルで、異
なった趣旨の展示をいたしました。おばあ
さんに裁縫を習われていたのと同じ時期
に、進藤さんは、「北海道」をテーマとした
調査・制作活動をはじめられています。そ
の背景には、進藤さんが留学してお仕事も
なさった北アイルランドの経験があったとう
かがっています。この第2期展では、進藤
さんが北アイルランドでの経験を胸に帰国
されて、北海道の周辺地域も含めて、各地
で技術や手仕事の伝統を調査しながら制
作された作品と資料を展示いたしました。
活動のきっかけとなった北アイルランドで
は、「地域」ということを意識されるように
なった決定的な経験みたいなものがあっ
たんでしょうか。それとも、特別な経験と
いうよりは、些細なこと、ちょっとしたこと
が積み重なって「地域ってなんだろう」と
考えるようになられたのでしょうか。

進藤　そうですね、環境や背景が違う外
国に行くと、自分を見返す機会になりまし
た。私はベルファストという街に住んでい
ましたが、例えば、パブで伝統的なアイリッ
シュ音楽のライブを聴くのは珍しいことで
はなかったり、それから、北アイルランドは、
アイルランド共和国とイギリスの間の領土
問題がある場所で、それに関わり宗教に
よって住む地域がはっきり分かれていた
りして、地域の文化や歴史的背景に目が
いく場所です。そういう環境で、自分の背
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訳ないんですけども、教えていただいても
よろしいでしょうか。

進藤　はじめサハリンに行ったのは、北
海道の隣の島なんだから何か近しいもの
があるんじゃないかと思ったからですね。
興味を持っていたんです。はじめてサハ
リンに行ったとき、運よくウイルタ語の研究
をされている方を紹介してもらい、さらに
その方の紹介でウイルタ語話者のビビコワ
さんという方に出会ったことで、サハリン
に通うことになりました。
北海道を挟むとサハリンの反対側の青森
に行ったのは、サハリン・青森・北海道を
それぞれ分割して見ないで、一括りの「地
域」として見たらどうなるのか ― ぼんや
りとした「このあたり」みたいな捉え方をし
ようと思ったからでした。サハリン・北海
道・青森と、文化や、それから手仕事のグ
ラデーションのようなもの、そういう状況を
自分の目で確かめたいと思ったんですね。

浅沼　北海道の中ではなくて、外に向か
われたというのには明確な理由があった
んですか？

進藤　なんですかね。よくわからないん
ですけど、いつも自分の足元に直接向き
合うことを避けて別の方法で見ようとして
いると思うんです。なぜだかは自分でも
わからないんですけど。北海道のことは、
工芸なり歴史なりでも、見ている方、詳し
い方がたくさんいますし、資料なども十分
あるので、自分はもうちょっと違う切り口
なり視点なりで見た方がいいのかなって
思ったりすることもありますね。

浅沼　わかります。やっぱり自分の生ま
れたところと向き合うって心情的にも難し
いところがありますよね。
第2期の時には、『イクラご飯』❻や、『ビビ
コワさんの宿題』❼のような魚皮作品をご

覧いただきました。『イクラご飯』はアイヌの
おじさんに川に鮭漁に連れて行ってもらっ
たときのモチーフで、なめした鮭皮の穴か
ら下に鮭の内臓がとび出ています。それ
から、ご飯の茶碗に、魚卵が乗っていま
す。川の水、それから風も刺繍されている
という…まさかこれらが刺繍されていると
は思わないモチーフですね。『ビビコワさ
んの宿題』は、皮の感じがちょっと違いま
す。ビビコワさんが、伝統的なウイルタの
方々の世界観、太陽や大地、森や山の重
要性を進藤さんにお話ししてくださった。
それを進藤さんなりに咀嚼して刺繍したと
いうのがこの作品ですが、面白いのは、ビ
ビコワさんが使っていた普通のボールも刺
繍されていることです。進藤さんが見たも
のや経験したものが、かなり自由に刺繍
されているんですね。進藤さんの作品で
は、さまざまな時代や民族のモチーフがか
なり自由に組み合わせられますが、それ
が、魚皮のように、民族を超えて混ざり合
う技術とも呼応しているように思います。

進藤　いろんな地域、周辺地域を見て歩
くと、もちろんそれぞれに特徴はあるんで
すけれども、模様にしても技術にしてもい
ろいろと混ざっていると感じることがあり
ますね。地域や民族のあいだの差異より
も、共有しているというところに私はたぶ
ん興味がいったということだと思うんです
ね。それから、ご指摘いただいたように、
自分の経験したものをあまりこだわりなく
どんどん自分の中に取り込んでいったの
は、「このあたり」の場所というようなざっく
りとした括りをしたとき、自分自身も「この
あたり」の人になりたいという意識があっ
たということもあると思います。見たもの、
体験したものがすべて自分の中に区別な
く混ざっている…そういう状態になろうと
したことが、そのまま作品に反映されてい
るということだと思います。

ありますが、くしゃくしゃっと丸めてたくさ
ん筋をつけることを、何回も繰り返すと、
繊維がほぐれて紙が柔らかくなるじゃない
ですか。魚の皮でも同じようにして、丸め
て叩くことをなんども繰り返して、なめして
いきます（実際の工程はもう少し複雑で、
道具も使います。魚卵に浸す方法なども
聞いたことがあります）。

浅沼　進藤さんの記録集によると、進
藤さんは魚皮の作り方を「アイヌのおじさ
ん」、アイヌの方に習われたんですよね。
その後、全く同じかどうかはわからないん
ですけど、同じようなやり方をサハリンでウ
イルタの方にならって、また別の民族の方
たちも同じようなやり方をしていることをお
知りになった。さっきの馬橇もそうなんで
すが、技術というのはひとつの民族だけ
にあるんじゃなくて、いろいろなところで
共有されているんだということを進藤さん
が認識された…そういう技術のひとつな
のかなと思いながらうかがっていました。

進藤　はい（でも実際アイヌやウイルタの
中で魚皮なめして利用することが盛ん
だったかどうかはわかりません。私はた
またま出会った人から学ぶ機会があった
ということです。この周辺地域の少数民
族の間では魚皮を生活の中で利用してき
たことは確かだと思います）。

浅沼　進藤さんは、帰国後北海道をテー
マに活動していくと決められてから、最初
に行ったのがサハリンということなんです
ね。第2期展では、サハリンで進藤さん
が学ばれたビビコワさんという方の作ら
れた「モロッチュー」が展示されています。
それから、青森にも向かわれているんで
すよね。最初にサハリンに行かれたの
は何故なのか、サハリンでどんなことをな
さったのか、それからどうして青森に行か
れたのか ― 3つも聞いてしまって申し

❼《ビビコワさんの宿題― 地、海、太陽、森や山》
　  撮影：山本顕史

❻《イクラご飯》
　  撮影：山本顕史
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ナルの文様❽もあるんですよね。

進藤　はい。これは、サハリン、北海道、
青森に伝わる3つの模様を混ぜていって、
新しい模様を作ってみようということでし
た。切り紙をいっぱい使っているのは、ビ
ビコワさんがウイルタの模様を作るときに
いつも切り紙で模様を作っていて、そのや
り方を真似してるんです。ちなみに、アイ
ヌの模様の特徴のひとつに渦巻の柄があ
ると思うんですが、ウイルタにもそういう渦
巻の模様があって、結構似ているなとい
うふうに私は思っています。

浅沼　その類似に注目して、進藤さんが
新しい文様を作りだしていっている…。

進藤　たとえば、そうですね、展示の真ん
中のあたりとか、左上のところとか、結構混
ざっています。でも、これらの模様に関して
も、厳密に各地に伝わる文様を組み合わせ
たというだけでなく、そのとき滞在していた
東京の家で見たお花とか、私の見たモチー
フも混ざっています。紙を切るハサミとか、
いろんなものが混ざっている感じですね。

浅沼　切っているハサミまで入れてしま
うって、なんだかメタな作品ですね、面白
いです（笑）。進藤さんは各地で文様を学
ばれて、共通するところを見出された。文
様が伝播したのか―そもそも伝播したか
ら似ているのかは議論があるとは思うんで
すけれど―進藤さんはそれをまぜこぜにし
ただけでなく、自分の日常と組み合わせて
新しい文様を作っていくという、すごく面白
い試みをなさっているんですね。
今回の展示でご紹介できなかったのです
が、2019年に札幌のモエレ沼公園で、《移
住の子》（モエレ沼公園ガラスのピラミッド
2Fスペース2、2019年）という大規模な個
展を進藤さんが行われていました。すごく
いい展覧会で私もとても感銘を受けたん

ですね。いまお話しいただいたように、文
様や技術、手仕事というのは、時代や民
族の違い、ボーダーを越えてしまっている
ところがあるということ、連続したり、共通
したりすることがあるということを、進藤さ
んは体験として感じられてきた。そんな進
藤さんだからこそ、「北海道」という輪郭、
行政上の区分がなぜできたのか、「北海
道」のまとまり、アイデンティティがどうでき
てきたのかに疑問を持たれて、北海道の
近代を進藤さんの仕方で捉えた展覧会で
した。（〔再録〕リレーエッセイ 会員紹介 

『進藤冬華｜ 移住の子』展を開催して
／宮井和美｜Hokka ido Ar t Forum 
(hokka ido-a r t - soc ie ty.ne t )）
その中に、『大地』という映像作品もありま
した。映っているのは、進藤さんのご自宅
の庭なんですよね。進藤さんのおじいさん
が、ちょうど札幌のベッドタウンとして宅地
化され、分譲されたところに土地を買って、
ご自身の家を建てられ、家族で住んでいら
した。お庭も整えられ、家庭菜園も営まれ
てきた。…本当にごく普通の、標準的な移
住者の末裔なんですね。この映像では、
はじめ、このお庭に「大地」という文字がか
たちづくられています。「大地」というのは
進藤さんの場合、まだ誰にも所有されてい
ないもともとの土地のような意味があるよう
です。同じ庭に、石でハテナマーク、クエス
チョンマークなどもあります。それに対して、
同じ庭に、いろいろなものを集めて「土地」
という文字もかたちづくられていて、農作業
に関するものとか、いそいろなものが置か
れている。「土地」というのは、人に囲わ
れた、人が所有する区域という意味で捉え
られると思うんですけれども、この「大地」
の映像から徐々に「土地」に移り変わって
いく映像作品だったんですね。ですから、
進藤さんのご家族の、本当に普通の、ささ
やかで個人的な歴史を通して、さらにこの
土地の歴史をわかりやすく示した作品だと
思って、すごく印象に残りました。

浅沼　これらの作品、作るのはものすご
く大変だったと思うんですけれども、見て
いる私たちもなんとなく癒されるといいま
すか、そんな感じがします。

進藤　手仕事って親密さがありますよ
ね。私もサハリンや青森、博物館などで
いろいろな手仕事を見る機会があって、
そういうところに惹かれた、というふうに
感じています。

浅沼　先ほどビビコワさんのときにうかが
い忘れたんですけれど、ビビコワさんはウ
イルタの伝統的な遊牧生活をご存じとい
うことだったんですが、いまはウイルタの
方々は遊牧生活ではないんでしょうか。

進藤　私も現状どうなっているかはわから
ないんですけど、私が通ってた頃にはまだ
キャンプ地を移住しながら生活している方
たちもいました。お話しするのを忘れてい
たんですけれども、ウイルタの方 と々いうの
は、どちらかというとサハリンの北側をメイ
ンに住んでいる方たちで、伝統的にはトナ
カイの遊牧をしているんです。トナカイと一
緒に、季節によっていろんな場所を回りな
がら生活してたんです。ビビコワさんは、そ
うした生活はされていおらず、一般の方々
と同じように街で暮らしていましたが、子
供の頃には遊牧生活をしていたということ
があって、ウイルタの言葉や伝統、文化に
意識的で、研究などもされています。

浅沼　今回展示することができなかっ
たのですが、2014年に東京で行われ
た《もんようどうしよう》（Art Cente r 
Ongo ing , 2014年）の展示作品が面白
いんですよね。アイヌの文様、それから青
森の菱刺の文様、それからウイルタの文
様と、進藤さんが各地で学ばれた文様の
型が展示されています。それだけでなく、
進藤さんがそれらを混ぜて作ったオリジ

❽進藤によるオリジナル文様
　撮影：伊藤留美子
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浅沼　このあいだから展示の第3期に入
りました。私たちは、第2期のさまざまな
文化の文様や技法を混淆させて作った
魚皮のシリーズに対して、便宜的に「レプ
リカシリーズ」と呼んでいて、進藤さんが
さまざまな遺物といいますか、残っている
ものを再現したり再制作したりした作品
群を展示しています。ただ、進藤さんの
場合、基本的にはさまざまな人の手仕事
を「学ぶ」といいますか「まねぶ」といい
ますか、そういったかたちで制作されるの
で、オリジナルかレプリカかを定めるのは
かなり難しいところもあると思います。私
が進藤さんとお話ししていてかなり印象
的だったのが、進藤さんが「搾取」って
いう言葉をよく使われることですね。進
藤さんは手仕事などを学びながら作品を
作られてきたのですけれども、それを「剽
窃」などではなく「搾取」というふうにおっ
しゃっていて、以前からどのような意味な
のかうかがいたいと思っていました。

進藤　手仕事とか工芸みたいなものを
調べていく中で、ものの魅力や面白さを
感じました。ただ、それとともに、少数民
族に対する差別とか過去の負の歴史み
たいなものも徐々に知るようにもなったん

ですね。たとえば、最近でしたら文化の
盗用みたいな問題です。自分が、異なる
民族の文化を自分の作品の中で使うとい
うことについて、それはどういうことなの
かなというか、本当にそれはいいのか悪
いのかみたいなところがわからないなと
感じていて、迷いがこういう言葉に表れて
いるのかなというふうに思っています。

浅沼　進藤さんは、ご自身の家族の話も
ありましたけれど、自分が搾取する側であ
るという意識があるのでしょうか。

進藤　そうですね、たとえばアイヌの方か
ら見れば私はマジョリティの側にいます。

浅沼　第3期では、進藤さんが2013年
頃に作られた骨角器の布作品が展示さ
れています。❾ これは、進藤さんが北海
道の歴史を調べようと図録を繙いたとき
に見つけた、縄文期の北海道の出土品
を真似た作品ですね。描き写そうとして、
実際にやってみたらできなかったというこ
とだったんですよね。

進藤　石器や骨角器などの図鑑を見な
がら、その中にあった釣り針を紙に描き
写していたんです。はじめ気軽に「シュッ」
とカーブのところを描いてみたんですが、
もっと慎重に描かないと、うまくその通り
に描けないことがわかりました。私は、昔
の人がこうした道具を気軽に適当に作っ
ていたのかなって思ってたんですけど、描
いてみることで、これを作った人はもしか
してプロフェッショナルな人だったんじゃ
ないかなと、「シュッ」と描いてみて描けな
かったときにすごく感じました。それが、
すごく昔の、何千年、何万年前の昔の人
と自分が交信するというか、そういうよう
な経験だったんです。そのびっくりした体
験を布の作品に落とし込んだんです。

浅沼　この作品が、進藤さんにとって、レ
プリカといいますか、かつてあったものを
布で、あるいはほかのもので置き換えてい
く作品の最初と捉えていいんでしょうか。

進藤　そうですね、レプリカの作品という
ふうに考えると、早い時期のものだと思い
ます。

浅沼　進藤さんは、2015年に《鮭のウロ
コを取りながら》（北海道立北方民族博
物館、2015年）という展示をなさっていま
す。2016年にはアーティストインレジデンス
で、ドイツのハンブルクに滞在されました。
この《鮭のウロコを取りながら》という展覧
会の展示物の一部を、本展第3期の展示
にも一部展示させていただいています。た
とえば針を入れる容器❿ですが、もとも
とのものは、もうちょっと重たいものでで
きています。当時の人が手に入るもので
作っていたのでしょうが、進藤さんはそれ
を、プラスチックなどいまの素材で置き換
えているんですね。この北方民族博物
館のカタログも発泡スチロールで作り変え
られていたり、ほかも紙粘土で作り変えら
れていたり。現代の私たちに簡単に手に
入れることができる素材でもう一度作り変
えるということをなさって、北方民族博物
館で展示された。この展示物の一部を
今回、展示させていただきました。
私がすごく衝撃を受けて、進藤さんらしい
なと思ったのは、このときの、進藤さんの
パフォーマンスを記録した映像作品です
ね。焼きものをして作ったお椀、コンビニ
の容器などさまざまな種類の食器を自分
専用の食器として1カ月使い続け、その様
子を記録したという、パフォーマンスの映
像です。どうしてこのようなことをなさった
んですか？

進藤　これは説明が難しいのですが、
やってみます。博物館で展示されている

体
験
の
た
め
の
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プ
リ
カ
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再
現
」
に
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っ
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る

❿《カジュアルレプリカ―針入れ》
　  撮影：伊藤留美子

❾《骨角器のかたち―釣針》
　  《骨角器のかたち―銛》
　  撮影：伊藤留美子
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ものの中で、たとえば衣装とか、装飾が
施されているナイフとか、煙草入れとか、
そういう、ある意味個人に属するものを
作って大事に使う…そういうところに興
味を持ったんです。個人に属するもの、
日々使うものを現代に置き換えて考えたと
きに、たとえば毎日使う食器みたいなも
の、ということを発想しました。現代の食
器は、「マイカップ」とかいいますけど、そ
れ以外って意外と家族のあいだで共有さ
れていたり、レストランに行けばみんなで
共有して使ったりしているものですが、そ
れを逆に自分だけのものを使うと決めた
わけです。タイトルにあるように、「私の
食器」を毎回食事で使う、決めた食器で
食べていくという。そういう、もののレプリ
カではなくて、個人に属するものというア
イディアのようなところをなぞって、実際に
やってみる…そういう作品です。使ってい
た食器類は、土器の作り方を習って作っ
たり、お椀やスプーンを木で作ったりしま
した。もう一方では、コンビニの焼きそ
ばが入っていたトレーを自分のお皿として
使うこともしました。いろいろな理由で私
の手元にやってきた食器を、私の食器と
して使っていくという行為でした。この間
1カ月間、段ボールの中にこの食器類を
入れてどこにでも持ち歩かなくてはならな
かったので、すごく大変でした。
　
浅沼　進藤さんが昔のものをご覧になっ
ていたときに、昔の人たちがこれを個人
のものとして使っていたんじゃないか、と
いうアイディアが先にあったんですね？

進藤　そうですね。誰かの専用にすると
いうことが、装飾や、丁寧に作るというと
ころにつながっている気がして。そこが出
発点にあります。

浅沼　ものをそのまま再現するのではな
く、ものと人間との生活の中の関係をレ

プリケートするというのが進藤さんらしい
なと思って拝見していました。第3期展に
は、壁面に、『足袋』や『ミトン』、それから

『フード』の作品を展示させていただきま
した。⓫　『足袋』については、キャプショ
ンにある通り、和風の足袋風の架空の履
き物です。青森の菱刺のほか、ウイルタ
やアイヌの文様を組み合わせて進藤さん
が作ったオリジナル文様、アイヌの舟など
のモチーフを、進藤さんが自分でより合わ
せたかなり特殊な糸を使って刺繍されて
います。技法も、いろいろな技法が使わ
れています。『ミトン』は、よく博物館など
で北方民族のミトンのようなものが展示さ
れていますが、それに形が似ていますね。
ウイルタの手袋風の架空の手袋です。お
ばあさんとのやり取りの中で制作したた
め、おばあさんに出した算数の問題と解
が刺繍されてるとのことで、進藤さんが、
おばあさんから縫物を教えてもらいなが
ら交わしたやり取りがここに映し出されて
いるということです。

進藤　これらも、祖母と一緒に時間を過
ごす中で作っています。普段から縫物は
祖母が教えてくれて、私は彼女に算数の
計算を教えるというようなエクスチェンジ
があって、こうした背景から手袋の作品は
できています。足袋は、刺繡のステッチも
色々なところで習った方法が混ざっていま
す。これらの足袋や手袋は、とくに展覧
会のために作ったわけではなく、なんとな
く普段から作っていて、だんだんできた衣
装が増えてきたんです。あるときそれを全
部集めて身にまとってみると、不思議な衣
装を纏った人物が現れて、「なんだこの人
は！？」というところから、この『あなたは
誰』⓬という作品ができました。

浅沼　私もこのあいだ着せていただきま
した。『フード』は、もとのアイディアはどこ
から来たんですか？

進藤　これは北方民族博物館で展示し
たんですけど、そこに展示されていたアザ
ラシの腸でできたレインコートみたいなも
のがアイディアのもとになっています。

浅沼　『フード』はアイヌの人のフードにも
似てますね。『前かけ』については、本州
でも使われていて、さまざまなところで使
われているんけれども、文様については、
身近にあった端切れを使って、アイヌ文様
の左右対称のところを意識しつつ作った
とうかがいましたが…。

進藤　そうですね。『フード』や『前かけ』
のような作品は、アイヌに限らず、北方民
族の資料を見る中で出てきたり、青森の
菱刺やこぎん刺しなどを施された衣装に、
こういうタイプの衣装を見ることがあった
りしたので、用いています。模様に関して
も、おっしゃってくださったように、アイヌの
文様のシンメトリーというところだけを採っ
て、あとは普段から取っておいてある端切
れのかたちを使って模様にしていく。自分
で模様を決めていかないようにしました。

浅沼　これらの作品は、進藤さんが、自
分と違う民族、文化、時代のものという
だけではなく、さらにご自身のおばあさん
がお持ちのものなどを模倣して作ったも
のですね。それに対して、博物館に遺物
が残っているということの背景それ自体
を扱った、ある種背景自体を作品化して
いったのが、2016年のハンブルク滞在時
だったとうかがっています。ハンブルクの
博物館（ローテンバウム通り博物館 旧称: 
ハンブルク民族学博物館）に、ヨーロッパ
有数のアイヌ民族の資料コレクションがあ
るということを進藤さんがお調べになっ
て、アーティストインレジデンスでハンブル
クに行くということになり、現地の博物館
で収集に関する資料や写真を実際にご
覧になったわけですね。第3回展に展示

⓫第3期展示
　撮影：伊藤留美子

⓬《あなたは誰 02》
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した『記録―収集者』、人物が手にぬい
ぐるみを持っていたり、頭に馬の帽子を
被っていたりで、ぎょっとします。19世紀
から20世紀はじめ ― 人類学写真です
ね ― 大量に世界中で大量に色々な民
族の写真が撮られた。そのときの技法を
使って再現した写真とうかがっています。
この写真をもとに、このときのハンブルク
滞在についてもお話しいただけますか。

進藤  このときは、どうしてアイヌのものが
ドイツの博物館にわたったのかというの
が最初の疑問点でした。それを調べてい
く中で、こういった民族資料の収集では、
バイヤーや貿易商、研究者などを介して
資料が西洋にわたったということがわかり
ました。そもそもハンブルクの博物館の母
体、博物館になる前のコレクションは、そ
ういう貿易商のコレクションだったものが
市のものになったものということでした。
ハンブルクは港町なので、古くから世界中
のいろんなものが集まってくる場所です。
その都市のコレクションの中に、アイヌの
ものがあったということです。調べたとき
は、19世紀末から20世紀はじめの頃のア
イヌのコレクションを見ていったのですが、
その時代が世界的に西洋の植民地が広
がっている時代で、さまざまな地域のもの
が西洋に集まってきていたこと、博物館の
コレクションがそうした背景とつながって
いるということを、私は知ったんですね。
自分がこれまで親しんできた展示物がど
のようにして集まったのか、どう扱われてき
たのかを知る機会になりました。マジョリ
ティ、力を持つ側の人たちの優位性があっ
て、それらが集められ、分類されていっ
たという事実もわかってきて、私としては
ショックでした。そういう意味では、自分
自身も、ともすればマジョリティの側に立つ
というところもあって、自分のやっているこ
とはどういうことなのかを考える機会にも
なったというか…。そういう、博物館や収

集というものの背景を知って、そこから作
られた作品だということです。

浅沼　『記録―収集者』が肩にかけてい
る覆いは、私も背中にかけていただいた
ことがあって、すごくあったかいんですよ
ね。手にたくさん持っているのは、よくわ
からないのですが、衣装ですか。

進藤　そうですね。『記録―収集者』は
写真シリーズの一枚なんですけれども、こ
の人は民族資料を収集するバイヤーみた
いなイメージです。今回展示したもうひと
つ別の写真（『記録―人物像』》は、ある
架空の少数民族の写真のようになってい
ますが、『記録―収集者』は、いろいろな
ものをすべて手にもって、収集していった
人というイメージですね。
資料を読んでいたとき、収集する様子な
ども出てきたんです。馬に乗って、苦労を
して北海道を回った話などもあって、その
移動の感じが印象に残っていました。収
集者が馬に乗っていたことが馬の被りも
のにつながったり、写真の背景に飾って
ある絵が船の絵だったり。この収集者が
着ている服が、ハンブルクの船乗りの人
が着る伝統的なシャツだったり…。そうい
う感じで、個別のモチーフが移動というこ
とと結びついています。この作品は湿板
写真で19世紀末に発明された写真技法
で撮影されています。⓭  この収集とコレク
ションにまつわることを調べていた時代と
重なります。

浅沼　写真のスタイルとしては、白黒です
し、技術的にも、19世紀から20世紀はじ
めの人類学写真の形式を踏襲していま
す。進藤さんのハンブルクでの活動は、
横 浜で 展 示されました（《Showcase 
Ga l l e ry進藤冬華展》横浜市民ギャラ
リーあざみ野、2016年）。それまで進藤
さんが、なかばリサーチで、なかば作品

として制作されてきた民族資料、民族の
遺物に、ハンブルクで集められたり作ら
れたりしたものも加えて、人類学写真風
に撮った写真も展示され、どこか物語の
ようなものが作られていたように思いまし
た。ハンブルクの博物館の調査カードや
資料カードの様式を真似て、進藤さんが
作られたり集められたりしたアイテムひとつ
ひとつを「民族資料」として、博物館風に
展示された、そういった展示だったと思
います。
　　　

⓭《記録－収集者》撮影の様子
　撮影：Sarah Hi ldebrand
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浅沼　第4期については、今日は作品に
ついてご説明いたしませんが、進藤さん
がおばあさんと一緒に近年作られている
作品からご紹介したいと思っています。
進藤さんのご自宅のタンスを布で作った
作品などですね（『タンス』2018年）。⓮

進藤　自宅にはなくて、おばあちゃんが
暮らす老人介護施設の部屋を再現するシ
リーズですね。

浅沼　『タンス』では、おじいさんの遺影
があったり、家族にまつわるものがいろい
ろタンスの上に置かれています。裁縫道
具はここに入れられています。一人の人
の歴史というか、そういったことをうかが
わせる素敵な作品だと思いました。
私自身も大家族で育ったのですが、家族
についていろいろ聞くことはなかったで
す。進藤さんの場合、おばあさんを通し
て、体験的に、かつての生活で受け継が
れていた技術に触れられていて、ご自身
の家族のかつての生活にコミットできると
いうのは凄いなと思っています。

他方、北海道をテーマにしたときに、入植
者として、この地に後から入ってきた私たち
にとって、以前にいた人たちの歴史にどう
やってアクセスするかはすごく難しい問題だ
と思っています。進藤さんの場合、最初は
北海道の周辺から着手されていったかもし
れないですが、手仕事や技術を習って、似
ているところを見出しながら接続させていく
という方法でアクセスポイントを見いだされ
たという点が、ある意味ラッキーでもあり、
興味深いなと思っています。社会的、政治
的には分断されていても、手仕事とか文様
とかの面で、私たちは異なった時代とか民
族とか文化とかとつながっているかもしれ
ないというところに、可能性を感じました。
同時に、入植者の末裔として、家族の普通
の暮らしが、同時に、大地を変えてきた歴
史でもあるということを進藤さんが自覚的
に作品化されてきたということも、宮井さん
のご説明もあり、よく理解できました。
進藤さんの場合、たとえばアイヌの文化
を学ぼうというときに、アイヌの文化をひと
つのオリジナルな文化として、そこに入っ
ていって、自分がそこに身を置いて、その
文化に「寄り添う」というような、そうした
スタンスは採っていらっしゃらない。他の
文化と混ぜたり、自分の経験で置き換え
たりということをなさっていらした。それ
は、文化は唯一単独の特殊なものとして
尊重されなければならないという立場か
らするとものすごく異質であり、場合によっ
ては冒涜と捉えられることもあると思いま
す。進藤さんもそのことについて、意識さ
れてきたということなんですよね。進藤さ
んが、もとのものをそのまま学び、再現す
るというスタンスではなくて、自分のいまの
生活で置き換えていくというアクセスの方
法を採られているということを、昔はかな
り悩まれていたとおっしゃっていました。

進藤　私は、過去とか文化とかにアクセ
スする独自の方法でやってきました。その

背景には、「北海道って何なのか」という
こととか、「自分が外からやって来た家族
の末裔としてここにいるというのはどうい
うことなのか」ということを考えたいという
思いがありました。そういう話を周りの誰
かとするわけではなく自分で考える必要が
ありました。そして、これらは私にとってそ
れなりに切実な問題でした。私がやって
きたことは、ある特定の文化や何かの基
準に照らし合わせたら、間違っているか
もしれませんし、それを思い悩んできまし
た。今振り返ると私の制作や行為はある
文化に「寄り添う」ためではなく、自分の
疑問と向き合うために必要でした。私は
自分を正当化するつもりもありませんし、
みんなが私と同じようにやればいいとも思
いません。自分の立場から北海道の文化
や歴史を見たときに、どのように振る舞う
ことができるのか、その実践について引き
続き考えていきたいとは思っています。

浅沼　自分が和人の末裔であるということ
を意識しつつ、他の民族の土地の、大地
の歴史にアクセスする方法として、手仕事
という自分に近しい方法を採ることで、自
分の経験を通して他の人々の生活にアクセ
スしようとされてきたということでしょうか。

進藤　そうですね。私は、家族が縫物
をしているという状況があったから、こう
いう方法を選んだと思うんです。だから、
別の方だったら、もしかしたら全然別の
技術とか方法論で歴史とか文化に対して
切り込んでいく方法はあると思います。あ
と、私は北海道に住んでいますけれども、
たとえば北海道の外から来た人が北海
道を見るというときも、また違う意識や方
法、距離のとりかたもあるじゃないかなと
思ったりはしています。

浅沼　進藤さん、今日は長いあいだ、あ
りがとうございました。

ふ
た
り
で
縫
う

土
地
の
記
憶
と
向
き
合
う

⓮《タンス》
　  撮影：伊藤留美子
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